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月の高緯度地方に存在するクレーターの内部には、太陽にまったく照らされない永久影領域が存在する。ルナ

プロスペクターによる中性子観測が示唆するように、この永久影領域に H2O 氷が存在するならば、その供給源が彗

星・太陽風・月内部のいずれであるにせよ、月の起源と進化を探るための重要な鍵となる。また、将来の有人基地

の建設さらには人類の宇宙進出において、計り知れないほど大きな役割を果すであろう。 

 

SP (Spectral Profiler)は、月探査機 SELENE に搭載される可視・赤外分光装置である。月面上のフットプリン

トは約 500m であり、500nm~2500nm の範囲の連続スペクトルを取得する。永久影領域は、直接の日射にはさらされ

ないが、周囲の日向の領域（特にクレーターリム）からの散乱光を受けているため、ある程度の輝度を持っている。

我々は SP の高い感度を生かし、永久影領域に存在する氷の近赤外域における吸収帯を捉えることを目指す。 まず

高緯度地域に存在するクレーターの形状・散乱特性をモデル化し、永久影領域からの二次散乱光強度を定量的に計

算した。この計算結果と、打上げ前の光学試験で測定された SP フライトモデルの実性能から、緯度 85~88 度付近

に存在する bowl-shaped crater 内の永久影領域については、十分な SNR で 1.5 um 付近の H20 氷の吸収を捉え

られることが明らかとなった。次いで、月極モザイク画像上で、具体的な探査対象候補となるクレーターを同定し

た。もし、SP によってこれらのクレーター底の永久影領域に氷が発見されれば、その地形を レーザー高度計 LALT 

や レーダーサウンダー LRS によって詳細に調べることができる。γ線分光計 GRS  は空間分解能は低いものの、

表層よりも数 cm 程度下にある氷を検知することができるため、表面を ５００mの分解能で捉える SP とは相補的

な情報を提供するかもしれない。また可視から 1um にかけての氷の反射率は岩石にくらべて非常に高いため、表

面の霜を地形カメラ TC や LALT によって、局所的な高反射率スポットとして捉えられる可能性もある。 


